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〜「おまんじゅうの中のあんこ理論」を理解しよう！〜 

小学校で学習する漢字の中に、囲われて閉じている部分が出てきます。第一学年

の 25 文字目までを（「一」から右に進み「三」まで）例に挙げると、それは、 

5 つあり 

1、「右」の「口」 

2、「音」の「日」 

3、「貝」の「目」 

4、「見」の「目」 

5、「口」 

囲う中に「点画」や「払い」など何もない時→左下と右下が互い違いに出る 

囲う中に「点画」や「払い」などがある時→左下と右下の両足が出る 

となります。 



 

つまり、 

互い違い→「右」、「口」 

両足が出る→「音」、「貝」、「見」 

となります。25 文字目以降でも示すと 

互い違いになる漢字→「石」の「口」 

「足」の「口」 

「中」の「口」 

「虫」の「口」 

「名」の「口」 

両足が出る漢字→    「四」 

          「車」 

          「早」の「日」 

「草」の「日」 

          「男」の「田」 

          「町」の「田」 

          「田」 

          「日」 

          「白」 

          「百」 

「目」 



このことを「おまんじゅうの中のあんこ理論」と書写教育の中では言い 

囲われている部分の中にある「点画」や「払い」を「あんこ」として 

 

「あんこ」が入っていない場合→互い違いに出る 

「あんこ」が入っている場合→両足が出る 

 

と児童たちに例えてあげると、とても納得して書写の時間を楽しんで取り組んでく

れます。授業の最初に黒板に「口」と「日」を書いてクイズ方式にして授業をしてい

る教育現場の先生方も多いです。 

しかし、「中」や「虫」だって中に「あんこ」が入っているじゃないかと思うかもし

れませんが、これについては下記に「口」「日」「四」「中」「申」などの漢字で半紙資

料を示しておきます。 
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また、皆様方のお名前の中にもこの理論が出てくる漢字があるかと思います。 

例えば「中田陽咲
な か た ひ さ き

」さんという名前は 

互い違いに出る→「中」と「咲」の「口」 

両足が出る→「田」と「陽」の「日」 

 

また、「おまんじゅうの中のあんこ理論」上級編として下記に半紙資料を示しておき

ます。 
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※この資料をアップにして「互い違い」「両足が出る」の漢字を見ると、よくこの 

理論が理解できると思います。 

 


